中国総合研究センター活動報告

独立行政法人科学技術振興機構中国総合研究センター長　馬場錬成　
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　皆さん、今日はご来場いただきまして大変ありがとうございました。中国からたくさんのゲストに来ていただきまして、大変ありがとうございました。

　それでは皆様のお手元にもＰＰＴ資料が配布してございますけれども、中国総合研究センターの活動をご紹介したいと思います。私たちは日中におけるＲ＆Ｄ連携の深化ということで、目標を立てております。

　最近の中国のさまざまな活動のトレンドをちょっと冒頭に申し上げますと、これはトレンドでございますから、ざっと見ていただければと思いますが、日本企業の中国への進出が毎年ふえているというデータでございます。それから、大学における日中共同研究拠点の設置も年々増えているというグラフでございます。（講演資料Ｐ４－５参照）

　それから公的研究機関における日中の連携も右肩上がりに増えているということを示しているわけでございます。こういうものはいずれも日中間のさまざまな活動が右肩上がりに増えているという傾向を皆さんにお示ししたわけでございます。（講演資料Ｐ６参照）

　私たち中国総合研究センターの取り組みをちょっとご紹介したいと思います。私たちのミッションは大きく分けると３つでございます。1つ目は中国の科学技術政策、それから研究開発成果の発展状況などをいち早く日本国内に伝える。それと同時に日本の科学技術政策とか研究開発成果の情報発信を行って、日中相互の理解を深めていきます。

　それから２つ目のミッションは日中の科学技術関係者の緊密な交流を通じて、日中で取り組む課題について検討を行う。場合によっては政策提言も行っていきます。

　３つ目はこれらの活動の成果が広く活用されるように関係機関、例えば大学や研究機関、企業等への提供に努めていきます。これが私たちの３つのミッションでございます。（講演資料Ｐ７参照）

　日中の科学技術分野における相互理解のために昨年４月からセンターが発足いたしまして、ホームページを中心とした情報発信を行っております。ワンストップで中国の科学技術関連情報を提供するように、３つの業務を行っております。1つ目は基本情報としての中国文献データベースです。それから２つ目はマンスリーレポートで、中国のアップツーデートのニュースをまとめてレポートします。３つ目はデイリーニュースフラッシュで、リアルタイムで中国のニュースを提供する、ということでございます。（講演資料Ｐ８参照）

　ウェブサイトの日本語版、これはぜひ１度、このホームページへアクセスしていただきたいと思います。中国の科学技術政策を体系的に紹介しています。トップページの左側にメニューバーがございます。メイン画面に中国の科学技術ニュースをほぼ毎日、リアルタイムで配信してあります。それからマンスリーレポートというのは毎月20日に発行いたします。私たちのレポートでございまして、メルマガでも配信しているわけでございます。（講演資料Ｐ９参照）

　各種の中国のデータにアクセスが可能でございます。中国の基本データというのはこのスライドの右側にございますが、中国全土各地域の各種情報、それから特に中国の科学技術関連政策、中長期計画、５カ年計画、それから863計画等々、研究開発プログラム、中国の科学技術関連のダイナミックな政府機関のプログラムがここに紹介されておりますので、ぜひ、ご参考に見ていただけるとありがたいと思います。（講演資料Ｐ１０参照）

　これがマンスリーレポートの目次部分でございます。バックナンバーもそろっておりますので、さまざまな情報を見ることができます。（講演資料Ｐ１１参照）

　それから中国語に直しまして、中国向けに私たちはこのウェブサイトを発信しておりますので、中国の方からもアクセスが続いております。

　この中国語のウェブサイトは日本の科学技術政策などの紹介、それから日本留学を志す中国の方々のための情報を常時出すようにしております。それから日本のホットな科学技術ニュースを中国向けに配信しております。（講演資料Ｐ１２参照）

　それから中国文献データベースについてご説明します。中国文献データベースの目的はここに書いてありますとおりで、中国の科学技術情報を日本の研究者、技術者等に紹介することでございます。これの特徴の一つはユーザー登録が不要でございまして、しかも無料で利用が可能だということです。中国文献データベースは地域名、例えば省、それから市などで検索ができるようになっているというのも大きな特徴の１つになっております。

　３番目に書いてありますのはファイルデータでございますが、収録論文数は現在770の中国関係科学技術情報誌から年間およそ10万件を収録しています。まだ始まったばかりですが、現時点で日本語に翻訳したものは12万1000件の文献データであり、これを掲載しております。（講演資料Ｐ１４参照）

　私たちのホームページの左側にあるメニューバーの中のＪＳＴチャイナというところをクリックしていただきますと、このような文献データベースのトップページが出てまいります。（講演資料Ｐ１５参照）シンプルモードというのが真ん中にございますので、これをクリックして検索を開始します。キーワードは和文、英文で入力することができます。（講演資料Ｐ１６参照）

キーワードの中には地域名を入れてクリックいたしますと、自分の目的に合った検索データがまとまって掲載されます。それを絞り込んで目的のものを探すということが可能になっております。地域をキーワードに入れたことを大きな特長にしております。（講演資料Ｐ１７参照）

　検索結果の表示はポップアップで、中国語の書誌情報、論文タイトル、著者名、それから資料名といったものが表示されるようになっております。（講演資料Ｐ１８参照）

　まだこの文献データベースは始まったばかりでございまして、これから着々と蓄積をしていくことによって価値を生んでいくだろうと私たちも期待しております。

　大変簡単ではございますが、私たちの活動の一端を皆様にご紹介することにいたしました。どうぞ、このホームページの方に一度アクセスしてご評価をいただいて、あるいはご要望、ご批判があったら私たちに声が届くようにしていただけるとありがたいと思います。（講演資料Ｐ１９参照）

　今日はどうもありがとうございました。

　

　

